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   1. Classical Radon Transform                 2. Fractional Radon Transform 







1. Classical Radon Transform）1917年に Radonがラドン変換を考案し、その後 F. Johnがそれを微分方
程式と関連させて研究を進め、現在は Gelfand と Helgason によって積分幾何としてラドン変換の理論が


















また、パラメータを具体的数値のときに視覚化された Fractional ラドン変換の像も紹介している。 
 




























審    査    の    要    旨 
  
 本論文の第２章の Fractional なラドン変換に関する結果は、通常のラドン変換の自然な一般化で、また
偏微分方程式論（波動方程式に対する初期値問題）との関連もあり、解析学の理論的な観点からも興味
深いといえる。第４章の２重窓リッジレット変換に関する結果は、ラドン変換を利用した従来の２次元の
ウェーブレット変換の発展形であり、様々な応用の可能性も含んでいる。故に、藤井氏の学位論文は魅
力的かつ有益な研究テーマから成り、学術的な価値も高いと評価できる。ラドン変換の理論と応用はそれ
ぞれ独自に大きな発展を遂げてきている。藤井氏は高度な数学的知識を身につけており、それを応用と
結びつける役割を果たせると期待できる人物である。 
 以上のことから、藤井氏は今後も幅広く活躍する研究者であり、藤井氏の研究は学位に値すると結論さ
れる。 
 
〔結論〕 
 平成３１年２月８日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員の出席のも
と、本論文について著者に説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員に
よって合格と判定された。 
 よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
